
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金八先生の名言と目的の大切さ 

校長 吉留 雅樹  
最近、たまたまインターネットで「金八先生の名言集」というものを見つけました。 
「人という字は互いに支えあってヒトとなる。」 
「幸せになろうと思わないで下さい。幸せをつかみに行って幸せをつかんだ人は一人もいません。幸せは感じるもので
す。」 
そこには当時の懐かしいセリフが名言として並べられていました。何か今の自分に示唆を与えてくれるような名言はな

いものか、そう思い読み進めていると、以下のセリフに目を奪われました。 

教師がやってる仕事というのはね、明日、明後日に結果が出る仕事じゃないんだよ。10年後、20年後、中学
校を卒業した教え子が夜道を歩きながら、先生が言っていたのはこういうことだったのかと分かった時に、初めて
我々の授業が終わるんですよ。その時に初めて終業のチャイムが鳴るんですよ。 

 なぜこのセリフに目を奪われたのか。それは、最近様々な保護者や地域の方々と話をしていて、子供の１０年後、２０年
後のことを考えて指導することがとても大切だと改めて感じたからです。 
私たち大人が子供と話をするとき、指導をするとき、今の子供の現状を楽にしてやることを目的とするのか、１０年度、

２０年後に子供がしっかりと社会的に自立できることを目的とするのかでは、話す内容も指導の仕方も大きく変わってき
ます。 
我が子が悩んでいたり、悲しんでいたりすれば親は心配です。すぐにでも手を差し伸べたくなります。それが親心です。

でも、その差し伸べた手は、本当にその子の未来を照らすものになるのか、結果甘やかすことにならないか、それを見極め
ることが重要なのです。 
学校は、１０年後、２０年後、子供がしっかりと社会的に自立できることを目的として教育活動を行うように決められて

います。今がよければ、今をしのげばではなく、親元を離れ、自分の力でしっかり生きていくことができる。そのような未
来を目的として教育活動を行っています。それは、保護者や地域も同じだと思います。 
教育とは、すぐに結果が見えず不安になるもの、それでも子供の未来を考え、時には心を鬼にして，嫌われ役になったと

しても，いつか気付いてくれる、分かってくれることを信じて、行うものなのかもしれません。このような思いや目的を、
学校、保護者、地域がもう一度しっかり統一し、同じ方向を向いているかをもう一度確認すること。それが、意見のすれ違
いを生まない、理想的な教育の出発点なのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

表  彰 

【地区総合体育大会 ※県大会出場の部活動】 
◇野球 準優勝 
 
◇女子バスケットボール ３位 
 
◇男子バスケットボール ４位 
 
◇女子バレーボール ５位  
 
◇弓道 女子個人 優勝 藤田  
    男子個人 ５位 下津 
  
◇柔道 男子団体 ４位  

女子団体 ３位 
    男子個人 １位 白石 杉田 
         ３位 小園 内村 
         ６位 堀之内 村西 
    女子個人 １位 小牧，  
         ２位 福永 

         ５位 渕田 

◇女子ソフトテニス 団体ベスト８ 
          個人ベスト８ 内屋・瀬尾  
 
◇水泳 50Mフリー  久木元 
    100Mフリー 久木元 ※標準記録を突破  
          
◇陸上 男子 1年 100M ５位 山口  女子２年 100M ４位 山口 
    男子２年 100M ４位 上別府 女子３年 100M ４位 山川 
        共通男子 800M ４位 三嶋  女子共通 200M ４位 山川 
     男子１年 1500M ４位 稲滿  女子低学年 80MH ２位 西中 
        男子２年 1500M １位  南   女子共通 100MH ２位 西中 

男子共通走幅跳 ５位 山口 女子低学年４×100MR ４位 
        男子低学年４×100MR ２位 共通女子４×100MR ２位 
                                   
【九州大会】 
 弓道部 第 46回九州中学生弓道大会出場 
 
【全国大会】 
弓道部 第 22回全国中学生弓道大会出場 

けい   よう   か  ちゅう 
姶良市立加治木中学校 

＜学校便り＞ 

令和７年６月２４日発行 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 
２日（水）交流合唱 
３日（木）合唱コンクール準備 
４日（金）合唱コンクール（加音ホール） 
７日（月）三者面談 ～１５日まで 
８日（火）第２回ＰＴＡ理事会 

１５日（火）第４回家庭教育学級 
（子育てに関する講演会） 

１７日（木）合同生活指導部会 
１８日（金）第１学期終業式 
１９日（土）県総合体育大会 ～２５日 
２３日（水）夏の祭典 
３１日（木）第70回県吹奏楽コンクール 

８月 
 １日（金）出校日，応援団打合せ 
１３日（水）学校閉庁日～１５日 
２１日（木）出校日，応援団結団式 
２４日（日）ＰＴＡ奉仕作業（雨天延期３１日） 

５月27日（火），５月28日（水），６月３日（火）に２年生

を対象にスクールカウンセラーの中川清美先生を講師として

心の健康教室を開催しました。「自分の内側を見つめる」ワー

クショップや６つの感情の種類についての説明，ＳＯＳの出

し方などについて学ぶことができました。自分や相手の気持

ちを理解し，人間関係を円滑にして，安心した学校生活を送っ

て欲しいと思います。 

 

心の健康教室 

登下校安全指導 

７～８月行事予定 

６月17日（火）に子どものネットリスク研究会鹿児島支部長の戸

高成人さんを講師にお招きし，メディアリテラシー教育講演会を実

施しました。心身に及ぼす影響，健康被害（視力の低下，脳への悪

影響など）について学ぶ機会になりました。 

各家庭でもタブレットやスマホ等の使用

について，ぜひ再確認をしてください。学

校や家庭，地域が一緒になり，子供たちの

よりよい成長の一助になればと思います。 

 

メディアリテラシー教育講演会 

６月 19 日（木），20 日（金）の２日間前期中間テストを実施し

ました。前期中間テストは，これまでの授業や家庭学習を通して身

に付けた力を確認する大切な機会です。自分の理解度を知り，得意

なところや課題点を把握することで，今後の学習に生かすことがで

きます。また，テストに向けて計画的に学習する経験を重ねること

で，学習習慣や自己管理能力も育まれます。 

テスト後は，結果に一喜一憂するだけでなく，間違えた問題を丁

寧に見直し，原因を探ることが大切です。学校では，各教科で解き

直しや振り返り活動を行い，生徒が主体的に学び直せるよう指導し

ていきます。御家庭でも，努力の過程に目を向けて励ましていただ

ければと思います。今後の成長につながるよう，学校と家庭で協力

してまいりましょう。 

 

 

 

 

 

前期中間テスト 

６月 16 日（月）に登下校時の安全指導を行いまし
た。安全に登下校するために，徒歩・自転車・バス通
学の生徒それぞれを対象に，歩行時は横断歩道を利用
し，左右の確認を徹底すること，自転車通学ではヘル
メット着用と一時停止・交通ルールの遵守を確認しま
した。バス通学の生徒には，乗降時のマナーや車内で
の安全な過ごし方について指導しました。今後も事故
防止と安全意識の向上を図 
るため，継続して取り組ん 
でまいります。御家庭での 
声かけもお願いいたします。 

学校自由参観ウィーク 

６月２日（月）からの一週間，学校自由参観ウィ
ークを実施しました。学校自由参観ウィークでは，急
なお願いにもかかわらず御来校いただき，誠にありが
とうございました。お忙しい中，多くの保護者の皆様
に御参観いただき，生徒たちも励まされ，より一層学
習に意欲をもって取り組んでいました。課題も多くあ
りますが，今後も学校と家庭・地域が連携し，子供た
ちの成長を見守っていければと思います。引き続き御
支援をよろしくお願いいたします。 


